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２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成26年８月11日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒650`0017 神戸市中央区楠町
７`５`１ 神戸大学医学部管理課病院契約
係 吉田 靖 電話078`382`5120

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成26年６月26日から平成26年
８月11日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成26年７月７日14時00分
] 開催場所 神戸大学医学部管理棟入札室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 4

] Nature and quantity of the products to be

rent : Hemodialysis system 1 Set

^ Type of the procurement : Rent

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ In order to develop a blood purification

therapy system of the latest, this system

should be the efficiently substantial facil-

ity.

Ｂ This system is required to be centraliz-

ed management of biological information

of hemodialysis patients.

Ｃ This system is required to be able to

share a patient information with integrat-

ed hospital information system.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 17 : 00 11 August, 2014

a Contact point for the notice : Yoshida

Yasushi, Procurement Section, Accounting

Division, Kobe University Hospital, 7`5`

1 Kusunoki-cho Chuo-ku Kobe-shi 650`

0017 Japan, TEL 078`382`5120

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 26年６月 26日

国立大学法人香川大学長 長尾 省吾
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 37

〇第５号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 手術用磁気共鳴診
断装置 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期 平成27年度11月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 手術に有用なＭＲＩ画像を撮影すること
が可能であり、かつ十分な開口部を持った
ＭＲＩであること。
Ｂ ＭＲＩの維持費が比較的安価であり、現
在使用している手術用具のほとんどを使用
できること。
Ｃ ＭＲＩに対応した手術台を擁すること。
Ｄ 術中ＭＲＩ画像を直接読み込むことがで
き、かつ反映させることのできるナビゲー
ションシステムを擁すること。
Ｅ 手術用ナビゲーションと連動する手術用
顕微鏡を擁すること。
Ｆ ＭＲＩにノイズをもたらすことのない、
ＭＲＩ対応の麻酔器及び電気生理モニター
を有すること。

６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Intraoperative MRI system 1

Set

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ Should be a magnetic resonance imag-

ing (MRI) system which could give valu-

able images for operation and have

enough width of window to use during op-

eration.

Ｂ Should be an MRI system which could

maintain in lower expense and use almost

operation instruments which are now be-

ing used.

Ｃ Should be a system which could have

operation table to compatible to intra

operative MRI.

Ｄ Should be a system which could have

neuro-navigation system to import im-

ages from MRI system directly and use

immediately.

Ｅ Should be a system which could have

operative microscope to link with ne-

uron-navigation system.

Ｆ Should be a system which could have

an anesthetic apparatus and a physiologi-

cal monitoring system to be able to avoid

noise to MRI system.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 17 : 00 11 August, 2014

a Contact point for the notice : Hiroyuki

Nitta, Procurement Section, Accounting Di-

vision, Kagawa University, 1750`1 Oaza

Ikenobe Miki-cho Kita-gun Kagawa 761`

0793 Japan, TEL 087`891`2492

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成26年８月11日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒761`0793 香川県木田郡三木町
大字池戸1750`１ 香川大学医学部管理課専
門職員（契約） 新田 浩幸 電話087`

891`2492

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成26年６月26日から平成26年
８月11日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。

４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成26年７月２日11時00分
] 開催場所 香川大学医学部管理棟４階会議
室１

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、

当該導入に関して資料等の提供を招請します。

平成 26年６月 26日

国立大学法人香川大学長 長尾 省吾

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 37

〇第６号

１ 調達内容

\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 総合血液学検査シ

ステム 一式

^ 調達方法 購入等

_ 導入予定時期 平成27年度８月以降

` 調達に必要とされる基本的な要求要件

Ａ 本システムは多項目自動血球分析装置と

臨床検査システムから構成されること。

Ｂ 多項目自動血球分析装置

ａ 末梢血一般検査ができる機能を有する

こと。

ｂ 末梢血液像検査（自動機械法）ができ

る機能を有すること。

ｃ 網状赤血球数を測定できる機能を有す

ること。

ｄ 末梢血液像検査（検鏡法）用のスライ

ド標本を作製する機能を有すること。

ｅ 臨床検査システムとオンライン接続で

きる機能を有すること。

Ｃ 臨床検査システム

ａ 既存の医療情報システムと連携できる

機能を有すること。

ｂ 血液検査部門システムであること。

ｃ 末梢血液像検査（検鏡法）・骨髄像検

査に対応した分類カウンターを有するこ

と。

ｄ 骨髄像検査の報告書作成機能を有する

こと。

ｅ 画像データをファイリングできる機能

を有すること。

ｆ 本学が指定する分析装置とのオンライ

ン接続ができる機能を有すること。›
š
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